
続いて、金子コーディネーターから、大成中学校での取組

の紹介がありました。チャレンジスクール、朝読書の時間の

読み聞かせ活動、中学生職場体験事業「未来
み ら

くるワーク体験」

や赤ちゃん幼児ふれあい体験等について、地域の方々から多

大な御協力を得て実施していることについてお話がありまし

た。また、生徒が地域の方と防災訓練に共に参加したり、コ

ンサートやまつり、高齢者とのふれあい活動等、地域の団体

が主催する催しへの参加、作品展示等をしたりすることで、

地域の方々との交流を深めていることについてもお話があり

ました。 

平成２８年度学校地域連携コーディネーター情報交換会（全体会）を開催しました。 

学校地域連携コーディネーターは、さいたま市では、全ての市立小・中・特別支援学校に１名ずつ配置され

ている学校職員で、学校と地域の皆様をつなぎ、地域ぐるみで子どもを育てるために、日々活動しています。

本年度も、引き続き各学校でのＳＳＮの取組をご紹介していきます。 

編集・発行：さいたま市教育委員会生涯学習振興課 平成２８年７月１１日発行

ＶＯＬ．８

平成２８年５月２５日（水）に、学校地域連携コーディネ

ーターを対象に、「平成28年度学校地域連携コーディネータ

ー情報交換会（全体会）」を開催しました。校内行事等により

参加できなかった学校地域連携コーディネーターを除く、

145名の学校地域連携コーディネーターが出席し、情報交換

等を行いました。 

今回は、市立三橋小学校の下條 清コーディネーターと、市

立大成中学校の金子 有哲コーディネーターの2名が、スクー

ルサポートネットワーク（ＳＳＮ）における、地域との連携

を中心に、所属校での活動内容を発表しました。 

下條コーディネーターからは、三橋小学校での取組の紹介

の中で、「地域・保護者の信頼や支援があってこそ学校教育は

成り立ち、地域の中の学校として育っていく。地域との信頼

関係を構築し、学校への支援や協力を快く受けていただくた

めには、一方通行のお願い事だけではなく、地域に足を運び

また学校に足を運んでいただき、地域の声を生で聞き、相互

関係を確かなものとしていくことである。このことも学校地

域連携コーディネーターの職務の一つであると考える。」と

し、地域に足を運び、多くの人と会い、多くの人の話を聞き、

多くの課題を発見することの大切さについてお話がありまし

た。 

【会場の様子】

【下條学校地域連携コーディネーター】

【金子学校地域連携コーディネーター】



今回は、桜区の市立上大久保中学校の取組を御紹介します。 

上大久保中学校では、「地域と学校が連携して子どもを育てる環境作り」を目指して取り組んでいます。

上大久保中学校の取組から、地域の皆様、保護者の皆様、生徒、学校が連携・協力して、 

様々な活動に取り組んでいる様子が伝わってきます。 

編集・発行：さいたま市教育委員会生涯学習振興課 平成２８年９月６日発行

ＶＯＬ．９

〈スクールサポートネットワーク『上サポ』〉 

 上大久保中学校の地域の皆様は、本校の生徒たちに、地域に

おいてはもちろんのこと、行事ごとに学校に足を運び、温かい

声をかけてくださっています。 

 本校のスクールサポートネットワーク『上サポ』は、そんな

地域の方々と学校とが一丸となって子どもを育てていけるよ

う、年２回の協議会を開催しています。 

今年度の第１回協議会では、生徒会生徒から年間行事、生徒

の活動について発表がありました。 

 また、年度末には、給食試食会を兼ねた懇談会を予定してい

ます。 

【上サポ協議会での生徒会発表の様子】

【上チャレ開校式の様子】 

〈チャレンジスクール『上チャレ』〉 

 開講して５年度目を迎え、毎年９０名を超える登録生徒がい

る中で、「生徒の学力の向上」を目的に、学習アドバイザーの皆

様が生徒一人ひとりに対して丁寧に学習の手助けをしてくださ

っています。 

 また、ＰＴＡの皆様にも生徒の学習環境を助ける安全サポー

ターとして、輪番で活動を応援していただいています。 

実行委員、学習アドバイザー、安全サポーターの皆様による

様々な角度からの支えによって、生徒たちは充実した学習がで

きています 

 今年度は漢字検定試験、数学検定試験を含め、年間３２回実

施する予定です。 

【学校ファームでの活動の様子】 

〈学校ファーム〉 

 給食委員会・ボランティア部・特別支援学級の活動として、校

舎南側のファームで、じゃがいもやさつまいもを作っています。

 ファームの土作りや種の選定は、地元農家の方がボランティア

でお手伝いしてくださっています。収穫時には、生育過程の説明

や環境の違う苗の比較についてわかりやすくお話してくださり、

生徒たちはファームを通じて食育を学んでいます。 

 ファームで獲れた野菜を給食で食べられることも、生徒たちの

楽しみの一つです。 



今回は、岩槻区の市立西原小学校の取り組みを御紹介します。 

西原小学校では、「異学年交流と体験重視」の教育活動を行っています。

西原小学校の取組から、地域の方々、保護者の皆さんに御協力いただき、子どもたちが地域の

伝統をはじめ、本物に触れながら様々な体験を行い、学んでいる様子がうかがえます。 

編集・発行：さいたま市教育委員会生涯学習振興課 平成２８年１２月１日発行

ＶＯＬ．１０ 

〈放課後チャレンジスクール 茶道教室の一コマ〉 

本校のチャレンジスクールの特徴は、異学年交流、体験重視

の活動を行っていることです。放課後チャレンジスクールは、

茶道、パソコン、わくわく遊びの３コースを同時開催していま

す。   

茶道を一年間行うと、お点前だけでなく正座の姿勢も美しく

なります。わくわく遊びは、絵手紙、折り紙、もの作り、四季

の植物探しなどを行います。また、全体で活動する日も設けて

あり、武道体験、フラダンス体験、集団レクリエーション、自

由研究講座、漢字検定講座、科学実験講座などを行っています。

児童もボランティアも活動を楽しんでいます。
【茶道教室の様子】

〈土曜チャレンジスクール 国際交流の一コマ〉 

土曜チャレンジスクールは、夏休みも含め月２回ほど実施し

ており、本物に触れる体験活動を重視しています。活動は、綾

瀬川での生き物採集、四季のプラネタリウム体験、選挙管理委

員会から本物の選挙用具を借りての模擬選挙、環境センターに

よるゴミスクール、外国の方をお招きしての国際交流、芋ほり、

遠足、集団レクリエーション、グランドゴルフ、音楽会、もの

作り、料理作りなど様々な内容で行っています。児童のためな

らと、地域の方々、保護者の皆さんが協力してくださることが

本校のＳＳＮの源になっています。 【外国の方をお招きしての国際交流】

〈開校以来３８年間続く人形集会 創作人形の一コマ〉 

岩槻は「人形の街」として全国に知られています。本校でも

１年生は、壁掛け人形、２年生は、身辺材を使った創作人形、

（左図写真）３、４年生は陶塑人形、５年生は童人形、６年生

は干支木目込み人形作りを行っています。作品の中には、図工

の教科書にも取り上げられたものもあります。 

２月には、これらの人形を体育館に飾ります。７００体以上

の人形が飾られている様子は圧巻です。そして、普段ＳＳＮで

お世話になっている方々をお招きして、人形集会を行います。

本年度で開校以来３８年目になります。 
【2年生の制作した創作人形】



今回は、浦和区の市立木崎中学校の取組を御紹介します。 

木崎中学校では、「家庭・地域との連携に努め、信頼される学校」を学校経営方針に掲げ、取り

組んでいます。 

木崎中学校の取組からは、学校と多くの家庭・地域の皆様が連携することで、生徒が学校内

だけでは体験できない多くのことに触れることができている様子が伝わってきます。 

編集・発行：さいたま市教育委員会生涯学習振興課 平成２９年３月６日発行

ＶＯＬ．１１ 

＜木崎中学校チャレンジスクール＞ 

木崎中学校では、青少年育成地区会役員や自治会役員、元教員、

大学生等、学区内の住民の方々の御協力により、生徒たちに学ぶ

喜びを味わってもらい、学習習慣の定着と学力向上を図るため、

「木崎中学校チャレンジスクール」を開設しています。 

秋季からは、数学に対する学習意欲が高く、高度な内容を学び、

学力向上を望む３年生を支援する目的で、「数学科アドバンスコ

ース」を併設しています。 

参加した生徒たちからは「苦手な教科に取り組む意欲が高まっ

た」「勉強が楽しい」などという声が多数届いています。 【真剣な眼差しで学習に集中】 

【赤ちゃん・幼児のぬくもりを体感】 

＜赤ちゃん・幼児触れ合い体験＞ 

昨年の秋に、地域に居住する親子（赤ちゃん・幼児と母親・父

親）に来校していただき、３年生２８５人が技術・家庭科の授業

で「赤ちゃん・幼児触れ合い体験」を行いました。 

この取組は、学区内の公民館の子育てサークルで活動している

親子を毎回８組ほど招いて、生徒たちが赤ちゃんや幼児と遊んだ

り、母親、父親から子育ての遣り甲斐や、苦労、工夫点等を聞い

たりするという内容で、毎年実施しています。 

この体験を通して生徒たちは、赤ちゃんや幼児のぬくもりを肌

で感じ、「命の尊さ」「親子の絆の深さ」を学びました。 

＜未来
み ら

くるワーク体験事業＞ 

１月１８日(水)～２０日(金)の３日間、１年生２７９人が、

地域の７９事業所の御協力を得て、職場体験学習をしました。

この体験学習では、生徒たちは働くことの意義を考え、社

会性や感性等を磨くとともに勤労観を養うなど、五感を通し

て様々なことを学ぶ貴重な機会を得ることができました。 

３日間学校から離れて地域の方々と触れ合った生徒たちか

らは「お客様から『ありがとう』と言われて、とても嬉しか

った」「働くことがこんなに大変なことだと思わなかった」「み

んな親切だった」などという感想が寄せられました。 
【スーパーマーケットで商品管理を体験】 


